
 

 

 

本時の学習活動 

（１）目標 

○ある時刻から一定時間前の時刻を求めることができる。 

（２）展開（２／６時間） 

 

（３）板書計画                          
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１．前時の学習を振り返る。 

 ・何分後、何分前を計算した。 

 ・時計の針を数えたり、数直線を読んだり 

した。 

２．湯島天満宮に到着する３０分後の時刻から 

出発した時刻を求める。 

 

 

３．本時のめあてを知る。 

 

 

 

４．湯島駅を出発して３０分後の時刻から出発 

した時刻を求める。 

 ・到着時刻１１時１０分 

 

５．求め方を話し合う。  

 

 

 

６．時間が正時をまたぐ場合とまたがない場 

合に分けて計算することのよさについて 

話し合う。 

 

７．まとめを書く。 

８．本時を振り返り、次時のめあてを知る。  

 

 

○電子黒板に前時の学習内容を提示する。 

 

 

 

○到着時刻を正時にして、既習事項の確認をする。 

 （湯島天満宮到着１０時・学校出発９時半など） 

○時刻を変えて３０分後の時刻を何度も確認する。 

 

 

 

 

 

○手が止まっている児童には、出発時刻に合わせた

時計の模型を渡す。 

☆時計や数直線を用いて、時刻を求めることができ 

る。 

○実物投影機や黒板など、児童が説明しやすい方法 

を選択させる。 

○到着２時１０分、１０時１０分など複数の問題を 

解く。 

○児童が説明したことと関連付けながらフローチャ 

ートにまとめる。 

 

 

○困っている友達に解き方を教えるような相手意識 

を持たせる。 

時こくの もとめ方を考えよう。 

学校を出て３０分歩いて、ゆしま天神

に１０時につきました。 

学校を出た時こくは何時何分ですか。 

まとめ 

ちょうどの時こくを もとに考え

れば、時こくを もとめやすい。 

湯島駅を出て３０分歩いて、学校に１

１時１０分につきました。 

湯島駅を出た時こくは何時何分です

か。 

９時３０分（９時半） 

１０時４０分 

めあて 

時こくの もとめ方を考えよう。 
数直線 

３年 算数「時こくと時間のもとめ方」 



 

 

 

 

（４）電子黒板計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ウォーミングアップ（既習事項の確認） 

・前時の振り返り（デジタル教科書のアニメーション） 

・湯島天満宮の写真 

・湯島駅の写真 

・数直線（拡大して投影） 

・フローチャート（板書と同じもの）→エクセルの表 

１２をこえるか、こえない

かで時間の計算の仕方を分

けるのですね。 

１２をこえるので、１２ま

でと１２からに分けて計算

します。 

 コンピューターに何時何分に

なるのか計算させられるんだ

よ。 


